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起点

綾瀬川直轄管理区間
綾瀬川綾瀬川起点

綾瀬川・芝川等浄化導水

流域面積：約178km2

流路延長：約47.6km
関係市区町：埼玉県、東京都の

９市2区1町
市街化率：66.5％（H18）

●市街地、中小工場が集中する都市河川

●水源地を持たず、流量が少ない

●河川勾配が緩く、畷橋上流500mまで感潮区間

（直轄管理区間：８．９ｋｍ）

１．綾瀬川の概要

埼玉県管理区間

東京都管理区間

１１



２．綾瀬川の水質２．綾瀬川の水質

２２

●高度成長期に急激に人口が増加したことから水質が悪化

●昭和５０年代にはヘドロが堆積し、悪臭が発生

●昭和５５年から平成６年まで１５年連続で水質ワースト１を記録

H7清流ルネッサンス21ｽﾀｰﾄ

H12清流ルネッサンスⅡｽﾀｰﾄ

綾瀬川

（平成５年撮影）

魚は住めない魚は住めない
臭くて近寄れな臭くて近寄れな
いい

魚は住みづらい魚は住みづらい
汚くて無視され汚くて無視され
るる

コイやフナが住
める
魚が釣れたりす
る

アユも住めるアユも住める
水遊びができる水遊びができる

水質が年々良くなってきている

H17清流ルネッサンスⅡ見直し

スカムが
発生し、
汚い

２．綾瀬川の水質



下水道整備や、流域が一体となった整備により水質は改善
３３

生活排水系の生活排水系の
負荷が大！負荷が大！

流域内人口流域内人口
と市街化率と市街化率
は増は増

３．汚濁の要因と改善への取り組み
全体負荷量11370kg/日



水質汚濁が著しく、生活環境や上水道等への影響が顕著な河川・

湖沼等において、地元市町村等と河川管理者、下水道管理者が一体

となって水環境の改善を図る

地地域域協協議議会会

河川管理者 下水道事業者下水道事業者

流域自治体流域自治体
および住民および住民

・底泥浚渫
・河川直接浄化施設整備
・他の河川からの導水

・下水道整備
・処理場の整備

・工場・事業所等の排水規制
・合併浄化槽の設置・普及
・不法投棄・ゴミ対策
・住民団体の育成、活動支援

計画の策定

・目標設定

・施策の決定

各種施策の実施

平成５年度以降平成５年度以降
全国３０河川等で実施全国３０河川等で実施

対象河川等

●水質汚濁が特に著しい河川等

●水質改善に対する市町村、住民の熱意がある

４．水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンス）

４４



５．綾瀬川清流ルネッサンスの経緯

平成４年度 綾瀬川清流ルネッサンス21検討開始
平成６年度 綾瀬川懇談会の設立

地域協議会設立
平成７年度 綾瀬川清流ルネッサンス21策定
平成12年度 綾瀬川清流ルネッサンス21の評価
平成13年度 清流ルネッサンスⅡ対象河川選定
平成14年度 綾瀬川清流ルネッサンスⅡ行動計画策定
平成15年度 綾瀬川清流ルネッサンス再評価
平成17年度 綾瀬川清流ルネッサンスⅡ行動計画見直し

地域協議会 年１回開催

検討会 年１回開催

ＷＧ・準備会 年３回開催

水環境モニター交流会 年１回開催

啓発活動 年各１回開催

・みんなで水質調査

・クリーン大作戦

・自治体イベント共催

（H19実績）

地域協議会の開催状況
H20.2.26

水環境モニター交流会の開催
H19.9.29

５５

自治体イベント共催
（綾瀬川水上体験学習）

H19.10.21



水質が改善された結果、
利用者数増加

住民イメージ向上

さらなる
水環境の改善が
望まれている

水質改善とともに水質改善とともに
利用者が増加利用者が増加

出典：河川水辺の国勢調査 河川空間利用実態調査

主な利用形態：散策・釣り等

水質改善が進み、水質改善が進み、
住民のイメージが向上住民のイメージが向上

綾瀬川清流ルネッサンスの啓発活動の一環“綾瀬川みんなで水質調査”時の参
加者アンケート調査結果より

６．事業を巡る社会経済情勢等の変化

６６



目
標
の
充
実
強
化

目
標
の
充
実
強
化

清流ルネッサンスⅡ
（Ｈ１２～２２）
H14行動計画策定

水質目標

水環境目標

流量目標

●生物化学的酸素要求量（BOD75%値）
・綾瀬川本川：5mg/l以下
・支川： 10mg/l以下

●溶存酸素（DO）
・綾瀬川本川：5mg/l以上
・支川： 3mg/l以上

●生物の生息・生育環境の保全、良
好な水質の維持、河川景観の保全等
に支障のない流量の確保・維持

排出負荷量の削減目標

●目標水質の達成に必要な負荷の削減

●透明感 ●臭気

●水の色 ●ゴミ
●生物 ●水辺の利用

７７

清流ルネッサンス21
（Ｈ７～１２）

水質目標

水環境目標

流量目標

●生物化学的酸素要求量（BOD75%
値）
・綾瀬川本川：環境基準値の達成
上流部 ５mg/l以下
中・下流部 10mg/l以下

・支川：策定時水質の半減
●溶存酸素（DO）

３mg/l以上

●年間を通じて水生生物の生息や
水質の維持が可能となる流量の
確保

●腐敗臭・異臭の低減
●水の色、ゴミの浮遊の軽減
●綾瀬川全体でコイ、フナの生息可能な状
態

７．綾瀬川清流ルネッサンスにおける施策



清流ルネッサンスⅡ（Ｈ１２～２２）
H17 行動計画見直し

水質目標

流量目標

水環境目標

排出負荷量の削減目標

・流域を上下流と支川の３ブロックから地域毎の10ブロックに細分化
・各ブロック毎の将来像と目標を設定
・指標は同一

・平成12年の排出負荷量(15310kg/日)を基準として、平成22年度目標を平成12年度比42％
から52%削減(7400kg/日)に変更

黒文字：変更なし黒文字：変更なし

赤文字：新規追加赤文字：新規追加

緑文字：目標値変更緑文字：目標値変更

ＢＯＤ

８８

・通年で達成を目標とする
（従来は年間測定日数のうち

75%値以上で達成）
・目標地点の増加
・新たに透視度を設定
（住民にわかりやすい指標）

・見直し前と同じ



施策の体系図施策の体系図 凡例 赤字（整備中）、青字（整備済）、黒字（対象外）

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策

(1)流域内対策

○生活系負荷削減対策

・下水道整備の推進

・農業集落排水事業の推進 等

○事業系負荷削減対策

・規制対象事業所の規制遵守・拡大 等

○健全な水循環対策

・綾瀬川クリーン大作戦や綾瀬川みんなで水質調査

・綾瀬川水すましクラブ等ネットワーク構築/水辺の里親制度

・不法投棄・ゴミ対策／住民団体によるモニタリング

・水環境モニター制度／住民参画のための取り組み

・住民参画を促進する枠組み／・住民団体の育成、活動支援

(5)水環境意識の向上

・多自然型川づくりの推進

・ビオトープの整備（大曽根ビオトープ（整備済））

・水生植物等の保全

○浄化施設

・浄化施設の新規設置／適正な運用

（越谷（整備中（モニタリング残））・桑袋（ 整備済））

○浄化用水の導入

・綾瀬川・芝川等浄化導水（荒川導水） （整備中（モニタ

リング残）

○浚渫事業 （整備済）

○下水処理水の活用 等

(2)河川内対策

○都市再生
・地域と一体となった川づくりの推進
（今様・草加宿創出事業（整備中（測量のみ実施））
○河岸再生
・管理用通路・遊歩道等の整備
・護岸等の緑化
・景観の保全

(4)水辺空間の整備

流域一体となった取り組み流域一体となった取り組み

(3)河川環境等の維持・保全対策

９９



８．河川内対策事業概要（１）

事業概要

川底に溜まった底泥（ヘドロ）からの

有機質の溶出を抑えるため、昭和55年か

ら底泥浚渫を実施

実施区間 ：内匠橋～東武線鉄橋

Ｌ＝８．９㎞

浚渫土量 ：約３００千ｍ3

事業期間 ：昭和55年度～平成17年度

全体事業費：４０億円【整備済】

綾瀬川浚渫事業綾瀬川浚渫事業

浚
渫
実
施
区
間

底泥の様子１０１０



河川直接浄化施設整備－越谷・桑袋－河川直接浄化施設整備－越谷・桑袋－

位置：越谷市蒲生愛宕地先位置：越谷市蒲生愛宕地先 事業費：４７億円事業費：４７億円

形式：曝気付礫間接触酸化法形式：曝気付礫間接触酸化法

接触材：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ接触材：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸろろ材材
浄化能力：０．６浄化能力：０．６m3/sm3/s
計画除去率：計画除去率：BOD 60% BOD 60% 
目標水質：目標水質：BOD 5mg/lBOD 5mg/l
稼動年度：平成８年度稼動年度：平成８年度
※※改良：平成１７～１８年度改良：平成１７～１８年度

浄化浄化ろろ材、排泥槽の設置改良材、排泥槽の設置改良
再稼働：平成１９年度再稼働再稼働：平成１９年度再稼働

越谷浄化施設【整備中（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ残）】

越谷浄化施設

桑袋浄化施設【整備済】
位置：足立区花畑地先位置：足立区花畑地先 事業費：１６億円事業費：１６億円

形式：曝気付礫間接触酸化法形式：曝気付礫間接触酸化法

接触材：礫接触材：礫
浄化能力：０．２２浄化能力：０．２２m3/sm3/s
平成平成1919年度実績年度実績

平均除去率平均除去率 58.9%58.9%
平均平均BOD 4.3 BOD 4.3 →→ 1.7mg/l1.7mg/l
稼動年度：平成１６年度稼動年度：平成１６年度

桑袋浄化施設

浄化のしくみ

1.接触沈殿

水中の濁質分は、礫空間を流れる
ことにより礫に接触し、沈殿がおこ
ります

2.吸着 3.酸化分解

水中の汚濁物質は、電気的性質や
礫表面に発生した生物膜の粘性に
より吸着されます

礫表面に生息する生物群は、
汚濁物質をエサとして食べ、最終
的に水と炭酸ガスに分解します。

←
綾瀬川

８．河川内対策事業概要（２）

１１１１

桑袋浄化施設

越谷浄化施設



毛長川
０.１２ m3/s

伝右川
０.６ m3/s

綾瀬川
１.１７ m3/s

綾瀬川等に荒川から導水することにより、流量を
回復させ、水質の改善を図る。

平成15年度から試験導水開始

浄化用水の導入－綾瀬川・芝川等浄化導水事業－浄化用水の導入－綾瀬川・芝川等浄化導水事業－

１２１２

地下鉄内に設置された導水管

導水ルート

綾瀬川放流口

事業費：２２１億円
【整備中（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ残）】
※事業費は芝川を含まない全体額芝川

１.１１ m3/s

容量の関係で
画質を落としてあります

容量の関係で
画質を落としてあります

容量の関係で
画質を落としてあります

地下鉄共用区間

φ=1200

綾瀬川・芝川等浄化導水施設諸元

浄化機場
全体 3.00 m3/s
綾瀬川放流口 1.17 m3/s

伝右川放流口 0.60 m3/s
毛長川放流口 0.12 m3/s
芝川放流口 1.11 m3/s

導水量
1.5m3/sポンプ×２台

導水管路 全長　L=約16㎞
管径　φ＝1650～300㎜
うち地下鉄共用部
延長　L=約12㎞

管径φ＝1200㎜

L=約12ｋｍ 管径φ=1200

８．河川内対策事業概要（３）



綾瀬川の中下流部で、唯一広い自然空間が残されており、都市部における貴重な生物の生
息・生育・休息の場、環境学習の場

自然環境の復元－大曽根ビオトープ－自然環境の復元－大曽根ビオトープ－
事業期間：平成10～19年度
事業費：１２億円【整備済】

市民による外来種
の駆除

市民主催の夏休みの
自然観察会

複数の市民団体との案
内板の検討

魚類、底生生物、
鳥類の生息・繁殖
場

市民団体との現地確認

◆せせらぎ池 整備前後

整備前

整備後

９．河川環境等の維持・保全対策

１３１３



都市再生－今様・草加宿創出事業－都市再生－今様・草加宿創出事業－

水辺にふれあえる場、ユニバーサルデザイン
水と緑を生かした河岸の整備
背後の街なみ整備と連携した川なみの整備、歴史を生かした川づくり

平成１８年より開始～ 事業費：５億円
【整備中（測量のみ実施）】

１０．水辺空間の整備

１４１４



１５１５

※※平成平成1212年、平成年、平成1414年、平成年、平成1818年は実績年は実績

整備目標

下水道整備率の向上 ７７％ ８２％ ８４％ ８９％

下水道接続率の向上 ７０％ ７３％ ７８％ ８２％

＜清流ルネッサンス関連の主な施策＞

・下水管の敷設

（草加市公共下水道事業 他）

平成平成1212年年 平成平成1414年年 平成平成1818年年 平成22年

下水道整備率＝水洗化可能人口／流域人口
下水道接続率＝水洗化人口／流域人口

１１．下水道事業等における取り組み＜参考・関連事業の状況＞

ピンクは下水道未整備区域であ
り、下水道の整備が必要
無色は整備計画外であり、浄化
槽の管理が必要

水質の目標達成

下水道の面整備と合わせて接続の
向上



１６１６

・合併浄化槽の設置普及促進

＜自治体における取り組み＞

＜流域住民における取り組み＞

・河川等の清掃・美化活動の促進
・家庭内水質浄化対策
・浄化槽の維持管理の徹底

クリーン大作戦クリーン大作戦

工場からの排水工場からの排水

合併浄化槽合併浄化槽

・排水水質監視強化

・規制対象指定施設の追加

・規制対象範囲の拡大

・公害防止協定、環境保全協定の締結

１２．自治体・住民等における取り組み＜参考・関連事業の状況＞



＜参考・関連事業の状況＞

水環境モニター－住民参加による毎月水質調査（パックテスト）－

住民が自ら自発的に水質調査を行っている

１７１７

Ｈ１６より開始
・綾瀬川流域内の個人・団体が参加
・毎月１回 パックテストで水質調査を実施

水質調査の内容
パックテスト：ＣＯＤ・ＤＯ・ｐＨ・透視度
感覚調査：見た目、ゴミ、臭い等

参加人数調査地
点 個人 団体

Ｈ１６ 41 23 11

Ｈ１７ 54 32 18

Ｈ１８ 53 30 12

Ｈ１９ 51 48 17

Ｈ２０ 51 27 18



１３．事業の効果の発現状況

綾瀬川下流部のＢＯＤ（75%値）が大幅に改善

１８１８

平成４年 平成１８年



■ 河川管理者、下水道事業者、自治体等の取り組みにより

ＢＯＤ７５％値を3.9mg/lまで低減する見込みです。
■ うち、河川事業においては浄化施設の整備、浚渫、および

導水事業によって6.8㎎/lの改善効果を見込んでいます。

１９１９

26.8

※未
対策
の場
合

下水道事業者及び自
治体等の取り組みに
よる削減効果量

16.1mg/l

河川管理者による削

減効果量6.8mg/l

Ｈ２２

１４．事業実施による環境の変化（水質改善）

出典：国土交通省による平成4年度水質シミュレーション結果より



支川も含め全ての地点で目標値をクリアする予定

平成４年 平成２２年

１４．事業実施による環境の変化（水質の改善（２））

２０２０



２１２１

川らしい流れを実感できる日が大幅に増加

平成１９年の綾瀬川畷橋地点（さいたま市緑区）の河川流量
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１４．事業実施による環境の変化（水量の改善）

■ 綾瀬川の流域の都市化が進む以前の流量に戻し、
川らしい流れを確保します。
■ 流量が不足している時、水質が悪化している時に
導水を行い、河川環境の改善を行います。



●水環境が改善されてきたことによってアユ等の魚種が増加

●目標としているテナガエビ等の底生動物の出現

２２２２

アユアユ～回遊魚～～回遊魚～

綾瀬川に生息する魚類・底生動物綾瀬川に生息する魚類・底生動物

※綾瀬川浄化対策協議会より 河川水辺の国勢調査魚類調査

テナガエビテナガエビ
～底生動物～～底生動物～

H15H15
テナガエビテナガエビ
初確認初確認

H17・H18・H19
アユ・オイカワを
確認

１４．事業実施による環境の変化（生態系の回復）

オイカワオイカワ～淡水魚～～淡水魚～
マハゼマハゼ～海産魚～～海産魚～



●釣り、散策等による利用の増加

●電動ボート等の様々なイベントの開催

綾瀬川クリーン大作戦綾瀬川クリーン大作戦

みんなで水質調査みんなで水質調査

住民参画による

水環境改善意識の向上年間利用者数

１１０万人
河川水辺の国勢調査
河川空間利用実態調査
平成18年度調査結果より

２３２３

１４．事業実施による環境の変化（河川利用の増加）



２４２４

１５．費用対効果分析（１）
評価対象事業位置図



１５．費用対効果分析（２）

事業名 事業費（百万）
進捗率(%)

（事業費ベース）
事業年度 備考

浚渫事業 4,044 100昭和55年度～平成17年度 整備済

桑袋浄化施設 1,644 100平成11年度～平成18年度 整備済

越谷浄化施設 4,746 98平成4年度～平成21年度
整備中
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ残）

綾瀬川・芝川等浄化導水 22,073 99平成6年度～平成21年度
整備中
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ残)

大曽根ビオトープ 1,244 100平成10年度～平成19年度 整備済

今様・草加宿創出事業 534 19
平成18年度～

※草加市と調整中
整備中
(測量のみ実施)

計
34,285 98%

（総事業費比率）

２５２５



２６２６

便益の算定方法便益の算定方法
①計測手法

綾瀬川流域住民を対象としたアンケート（郵送配布・回収）によりＣＶＭによる負担金の支払い意志額

を把握。ヘドニック法、ＣＶＭ、ＴＣＭ、代替法について比較検討を実施した。地価関数の算出を試みたが信頼性の

ある変数の設定ができなかったこと、水環境の改善という非利用財の整備であること、水環境改善を図ることが目

的で直接代替できる代替財が見あたらない。これらにより、適用可能なＣＶＭ法を選定した。

②アンケートの内容

水環境改善事業の改善状況を提示。水質や水量、自然環境を改善することにより、臭いやゴミもなく川

底が見え、川らしさを取り戻し、魚やエビ、水草等の多様な生き物がすめ、水と緑を活かした河岸がある

綾瀬川にするため、河川事業の実施に毎月いくら負担できますか。

③受益の対象範囲

綾瀬川や支川に接する自治体を対象とした。≒綾瀬川流域の世帯

④集計世帯数

綾瀬川流域内で無作為に抽出した１，５００世帯（全体４６０，１６４世帯）の世帯主にアンケートを

送付。回収数は３１６世帯（約２２％）、有効回答は２５０世帯（約１７％）であった。

（調査対象市区町：１２市区町）

埼玉県：桶川市、蓮田市、伊奈町、上尾市、さいたま市、越谷市、草加市、八潮市、

川口市、鳩ヶ谷市

東京都：足立区、葛飾区

ＷＴＰ（綾瀬川清流ルネッサンス全体の支払い意志額）ＷＴＰ（綾瀬川清流ルネッサンス全体の支払い意志額）

水質の改善：２５６円／月／世帯（平均値）
水量の改善：２５５円／月／世帯（平均値）
自然・環境の改善：２３４円／月／世帯（平均値）

１５．費用対効果分析（３）



２７２７

水質の改善：３．７億円／年水質の改善：３．７億円／年

綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

評価対象評価対象事業事業の便益についての便益について

◆効果別便益算出方法： 年間便益＝ ＷＴＰ × １２ヶ月 × 受益世帯数 × 効果寄与率
※綾瀬川清流ルネッサンス全体の支払い意志額

綾瀬川・芝川等浄化導水事業

水質浄化－越谷浄化施設
－桑袋浄化施設
－浚渫事業

綾瀬川・芝川等浄化導水事業

大曽根ビオトープ

今様・草加宿創出事業

１５．費用対効果分析（４）

3.7億円/年 = 256円/月 × 12ヶ月 × 460,164世帯
× 26.5%(評価対象事業の寄与率)

12.5億円/年 = 255円/月×12ヶ月×460,164世帯
×88.8%(評価対象事業の寄与率)

6.3億円/年 = 234円/月×12ヶ月
×225,305世帯(草加市・八潮市・足立区)

※整備箇所に隣接している地域のみを対象

×100%(評価対象事業の寄与率)

自然・環境の改善：６．３億円／年自然・環境の改善：６．３億円／年

合計
22.5億
円/年

綾瀬川清流ルネッサンス全体の便益
（WTP支払い意志額）のうち、評価対象事業
の効果寄与率を算定した

整備箇所に隣接した地域の世帯の便益
（ＷＴＰ支払い意志額）とした
→効果寄与率100%

便益（効果寄与率：２６．５％）便益（効果寄与率：２６．５％）

便益（効果寄与率：８８．８％）便益（効果寄与率：８８．８％）

便益（効果寄与率：１００％）便益（効果寄与率：１００％）

水量の改善：１２．５億円／年水量の改善：１２．５億円／年

綾瀬川清流ルネッサンス全体の便益
（WTP支払い意志額）のうち、評価対象事業
の効果寄与率を算定した



26.8
※未
対策
の場
合

Ｈ２２

①
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

取
り
組
み
に
よ
る
削
減
量

22.9mg/l

下水道事業者及び自治体等の
取り組みによる寄与率

70.3％

②河川事業（直轄・補助）
による寄与率

29.7％
③直轄事業の寄与率 89.1％
補助事業の寄与率10.9％

①清流ルネッサンスの取り組みによる削減量（ＢＯＤ７５％値：Ｈ２２時点）

22.9mg/l= 26.8mg/l（未対策の場合）－3.9mg/l（改善した場合）【※うち河川事業（直轄・補助）の削減量： 6.8mg/l】

③河川事業における直轄事業の寄与率
○直轄事業の浄化能力【合計：2.71m3/s】
①越谷浄化処理水量：0.60m3/s
②桑袋浄化処理水量：0.22m3/s
③荒川導水量：1.89m3/s(= 1.17m3/s+ 0.60m3/s+ 0.12m3/s）

②河川事業（直轄・補助）の寄与率

「水質」改善効果の直轄事業の寄与率

29.7％ ＝
河川管理者の削減効果量 6.8 mg/l

清流ルネッサンス全体の削減効果量 22.9 mg/l ×１００

○補助事業の浄化能力【合計：0.33m3/s】
④補助事業の浄化処理水量計 ：0.33m3/s

河川事業（直轄）導水・処理量計2.71m3/s 89.1％
河川事業（直轄・補助）導水・処理量計

3.04 m3/s
＝

○全体改善効果のうち、直轄河川事業の寄与率
26.5％＝ 29.7％（河川事業【直轄・補助】による寄与率）× 89.1％（直轄事業の寄与率）

全事業のうち、河川事業の寄与率 ②河川事業（直轄・補助）のうち直轄事
業の寄与率

×１００

２８２８



「水量」改善効果の直轄事業の寄与率
平成１９年の綾瀬川畷橋地点（さいたま市緑区）の河川流量
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①清流ルネッサンス事業のうち、水量改善に寄与する事業
○直轄事業
①荒川導水事業：年間平均導水量 1.0m3/s
○補助事業
②元荒川水循環センター：年間平均放流量 0.125m3/s ＝ 0.3m3/s×（５／１２ヶ月）※

※放流量 0.3m3/s（導水期間 １１月１日～３月３１日）

③清流ルネッサンス全体の年平均導水等量 1.125m3/s ＝ 1.0m3/s ＋ 0.3m3/s×（５／１２ヶ月）

○全体の改善効果のうち、直轄河川事業の寄与率

88.8％ ①直轄事業（荒川導水）事業の年平均導水量 1.0 m3/s

③清流ルネッサンス全事業の年平均導水等量 1.125 m3/s
×１００＝

２９２９



３０３０

費用対効果分析結果（平均値）費用対効果分析結果（平均値）

総便益（Ｂ） 約５７２億円

総費用（Ｃ） 約４９３億円

Ｂ／Ｃ＝ 便益の現在価値化の合計＋残存価値

建設費の現在価値化の合計＋維持管理費の現在価値化の合計
５７２億円 ＋ ０億円

４５９億円 ＋ ３４億円

●事 業 費 約４５９億円
：導水施設、浄化施設、浚渫、大曽根ビオトープ、今様・草加宿創出事業にかか
る整備等

●維持管理費 約 ３４億円
：電気代、機器メンテ代、運転費、清掃・除草、公園管理費（市負担）等

・評価期間を施設完成後の50年間とした
・デフレータ換算後、現在価値化(社会的割引率4.0%)を行った

●水質の改善 ●水量の改善 ●自然・環境の改善

１５．費用対効果分析（５）

＝１．１６



３１３１

（地元自治体との連携の事例）
・桑袋浄化施設：足立区の土地を借用して施設を建設
・今様・草加宿創出事業：草加市の都市公園計画と一体と

なった親水護岸を整備
（他事業との連携の事例）
・綾瀬川・芝川等浄化導水事業
地下鉄新線の建設と共同事業とし、地下鉄トンネルの下部を利用

（その他）
・越谷浄化施設：限られた狭い土地における浄化対策として、

接触材を工夫して浄化効率を向上
・大曽根ビオトープ：浚渫土置き場の跡地の有効利用

・浚渫：悪臭を放つヘドロの除去であり、綾瀬川の水質浄化の抜本的対策

各事業とも、地元や他機関との連携、綾瀬川の限られ
た空間での効率的な改善利用等、工夫と効率的なコス
ト縮減を図っている。

今様・草加宿創出事業背後の都市公園

１６．コスト縮減や代替案立案等の可能性

・綾瀬川清流ルネッサンスは、綾瀬川の水環境改善に対して、地元市区町と河川

管理者、下水道管理者が一体となって適切な役割分担のもと実施している。



１７．今後の対応方針（原案）

①事業の必要性等に関する視点

②事業の進捗の見込みの視点

綾瀬川では、生物が生息生育しやすい川、身近に感じられる川を目指

して清流ルネッサンス清流ルネッサンスⅡⅡ計画に基づく水環境の改善が強く求められてい計画に基づく水環境の改善が強く求められてい

ます。ます。

●越谷浄化施設及び綾瀬川・芝川等浄化導水事業は施設は既に完成し、

現在モニタリング中である。

●今様・草加宿創出事業は計画的な推進が図られる見通しである。

③対応方針（原案）

●本事業は継続が妥当と考えています

●平成２２年度の事業完了に向け、東京都、埼玉県、流域市区と連携す

るとともに、流域住民の参画・協働を促しながら、引き続き事業を

計画的に実施していきます。

※ルネⅡ計画は平成２２年度まで

３３２２


